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平成３０年度ふじみん号運行の評価・検証 

 

 

 

 

 

 

 

１ コース別月別利用者数（総括） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ コース別ダイヤ別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

○平成３０年１０月実績を以て延利用者数は５２，１３３人となり、目標の４８，４

６５人を５ヶ月前倒しで達成した。 

〇９ヶ月間の延利用者数は６６，１７２人で、１便平均利用者数は５．０人となり目

標の２．７人を達成する見込みである。なお、８月が５．６６人とピークとなって

いる。 

〇前年同期（平成２９年４月～１２月）の延利用者数は５１，５０７人であったため、

前年同期比約１２７％となっている。 

〇コース別に見ると、Ａ・Ｂ・Ｃ東原先回りコースで目標を達成しており、Ｃ旭住宅

先回り・Ｄコースで目標未達成となっている。 

【本格運行の目標（評価基準）】 

○１年間の公費負担率(※１)：公費負担率が８５％未満(※２)⇒７７．０％(１２月末時点 達成見込み！ 

  ※１ 公費負担率＝（運行経費－運賃収入等）÷運行経費（初期導入費を含まない経常経費）×100 

  ※２ 市民アンケート調査等を基に、本計画で試算した結果 

〇１便当たり平均利用者数：２．７人 ⇒ ５．０人（１２月末時点） 達成見込み！ 

  ※日平均利用者数１３５人÷４９便（４ルート合計）＝２．７６人/便 

 

〇Ａコースは各ダイヤとも万遍なく利用され、８人/便以上と多くなっている。 

〇Ｂコースは新駒林先回りが水宮先回りと比べ利用が多くなっている。 

○Ｃコースは午前中の利用は多く、午後は比較的少なくなっている。 

〇Ｄコースは目標未達成であるが、前年と比べ利用者が増えている。 

〇モニタリング便は５便全て目標未達成となっている。 
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